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㸯 ◊✲┠ⓗ、◊✲方法など 

本研究ィ画ㄪ書は「小区分」の審査区分で審査されます。グ㏙に当たっては、「科学研究㈝助成事業における審査及びホ価

に㛵するつ程」㸦公募せ㡿㸯㸶㡫参照㸧を参⪃にすること。 

本研究の目的と方法などについて、㸲㡫以内でグ㏙すること。 

冒㢌にその概せを簡潔にまとめてグ㏙し、本文には、(1)本研究の学⾡的⫼景、研究ㄢ㢟の核心をなす学⾡的「問い」、(2)

本研究の目的および学⾡的独⮬性と創㐀性、(3)本研究の着想に⮳った経⦋や、㛵㐃する国内外の研究動向と本研究の位⨨づけ

(4)本研究で何をどのように、どこまで明らかにしようとするのか、(5)本研究の目的を㐩成するための準備状況、について具

体的かつ明確にグ㏙すること。 

㸦概せ㸧 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

㸦本文㸧 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

様式㹑㸫㸰㸯 研究ィ画ㄪ書㸦添付ファイル㡯目㸧 

研究計画௒ॽ作੔に౲たってཻ意すること 

○ຌཻ意事項の಼༲をॉ෾に確೟し、研究計画௒ॽの作੔࣎にはこのテキストボックスごと削ঈすること○ 

 

留意事㡯①㸸 

1. 以下の内容を熟ㄞ・理ゎの上、研究ィ画ㄪ書を作成すること。 

  科研㈝は、研究⪅の⮬由な発想に基づく全ての分㔝にわたる研究を格段に発展させることを目的とし、

㇏かな社会発展の基盤となる独創的・先㥑的な研究を支援します。 

  科研㈝では、応募⪅が⮬ら⮬由にㄢ㢟タ定を⾜うため、提案ㄢ㢟の学⾡的意⩏に加え、独⮬性や創㐀性

が㔜せなホ価ポイントになります。このため、「基盤研究」及び「ⱝ手研究」の研究ィ画ㄪ書様式では、

学⾡の潮流や新たな展㛤などどのような「学⾡的⫼景」の下でどのような「学⾡的『問い』」をタ定した

か、当ヱㄢ㢟の「学⾡的独⮬性や創㐀性」、「着想に⮳った経⦋」、「国内外の研究動向と本研究の位⨨

付け」はどのようなものか、などのグ㏙を求めています。 

  審査においては、⥲合審査又は二段㝵書㠃審査における審査委員㛫の㆟ㄽ・意ぢ交換等により研究ㄢ㢟

の核心を掴み、学⾡的な意⩏や独⮬性、創㐀性など学⾡的㔜せ性をホ価するとともに、実⾜可⬟性並びに

研究㐙⾜⬟力も含めて⥲合的に判断します。 

  科研㈝に応募するに当たっては、上グに留意の上、公募せ㡿や審査基準、様式のㄝ明書き等を十分に確

ㄆし、審査委員に学⾡的㔜せ性等が㐺切に伝わるように研究ィ画ㄪ書を作成してください。 

 

留意事㡯②㸸 

1. 作成に当たっては、研究ィ画ㄪ書作成・グ入せ㡿を必ず確ㄆすること。 

2. 本文全体は㸯㸯ポイント以上の大きさの文字等を使用すること。 

3. 各㡫の上㒊のタイトルと指示書きは動かさないこと。 

4. 指示書きで定められた㡫数は㉸えないこと。なお、空白の㡫が生じても削㝖しないこと。 

 

○ຌཻ意事項の಼༲をॉ෾に確೟し、研究計画௒ॽの作੔࣎にはこのテキストボックスごと削ঈすること○ 

 


